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リサイクル商店街ネットワーク「ゴミが商店街を元気にした！」 

 

                       早稲田商店会エコステーション事業部長  藤村望洋 

 

 

 そもそもリサイクルと商店街は縁遠い関係である。売り上げが上がれば、ゴミ

はたくさん出る。しかし、夏休みで大学生がいなくなる夏枯れ対策のイベントに、

人の集まりそうなタイトル「エコ、環境、リサイクル」を選んだのが、商店街環

境活動の始まりである。１９９６年夏、不純な動機のリサイクルが始まった。イ

ベントに、空き缶回収機、ペットボトル回収機、生ゴミ処理機などがズラリと 

並んだ。大人気は、ラッキーチケット回収機と呼ばれるゲームと発券機能が付い

ている空き缶回収機とペットボトル回収機であった。この回収機は、空き缶やペ

ットボトルを入れると、圧縮減容して収納するが、その間に機械の上部にあるテ

レビ画面で野球やサッカーのゲームが始まり、当たるとラッキーチケットがプリ

ントアウトされる仕組みになっている。商店街の各店が出すラッキーチケットは、 

◎コーヒー１杯無料サービス ◎もやしプレゼント ◎３００円お食事券 ◎

豆腐２割引◎餃子１皿◎クリーニング２割引◎パーマカット２割引などなど。 

 コーヒー１杯無料券を提供した喫茶店では、子供がコーヒー券を当てたので家

族そろって来店。ジュースやサンドイッチも注文。お陰で売り上げも伸びたとい

う。店にとってのラッキーチケットは、イベントへの協賛だと思っていたら、店

自身の販売促進であることが分かった。チラシより集客率がいい。これが「楽し

くて、お客も店も、儲かるリサイクル」である。 

 この空き缶回収機は、商店街から見ると、チケットを持ってお客さんが来店す

るので、密かに「お客回収機」と呼ばれている。ならば、常設して、客を呼ぼう

ということで、５坪の空き店舗に、「商店街エコステーション」と名付けて、ラ

ッキーチケット回収機を常設した。常設したら、二つのことが分かってきた。 

 チケットには名前と住所を書く欄がある。集まったチケットの住所を、地図に

プロットしてみると、自分たちの町（地域）が分かってくる。商圏の再認識であ

る。しかも、地域のいろいろな人々が、商店街のリサイクル活動を一緒にやりた

いと言い出した。「五体不満足」を書く前の乙武くんや高校生、地域の市民、大
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学の先生、行政までがやってきた。阪神大震災の時、商店街やお店が閉まったら、

町では生活できなくなった。商店街は電気、ガス、水道と同じ、町のインフラで

ある。商店街にとって町（地域）が一番大事だねということが分かってきた。町

のいろんな人々が参加して、商店街は、町の核としての使命感を感じて、まちづ

くりに乗り出していった。 

 二つ目は、自分たちの品揃えである。 

ラッキーチケットに、各店が、自慢の商品、こだわりの商品をチケットに出そう

ということになった。ウンウンと頷いていた商店主たちは、店に帰って改めて自

店の商品を眺めて、驚いた。大手スーパーと同じ商品が並んでいたのである。物

流の発達により、いつの間にか、大手量販店仕様の商品が、末端小売店まで押し

寄せていたのである。１つ実例を示す。リンゴはいつからワックスを掛けるよう

になったのか？大手スーパーでは、カートを押して客が買い物をする。きれいに

磨かれているものが手にとってもらいやすい、ということで、産地は大手に買っ

てもらいたくてワックスを掛けだした。消費者の為ではなく、販売の為である。

商店街の果物屋にも、同じワックスのリンゴが並んでいる。 

 同じ商品を並べて、店が狭いから品揃えは悪く、値段はちょっと高い、物はち

ょっと古い・・・これが商店街の現状である！アーケードを作っても、カラー舗

装しても、ポイントカードでも活性化しない理由がここにある。商店街のエコス

テーションは現在、北海道から沖縄まで６０カ所ある。どこも同じ状況である。

リサイクルをはじめて、これが２つ目に分かったこと。 

 １つ目に分かった大事な町（地域）の人々に、「ワックスのないリンゴ」を提

供するにはどうすれば良いか？リサイクルを通じて仲良くなった全国６０のエ

コステーション設置の商店街に相談する。６０の地域を見ると、物流に乗ってい

ない製品もたくさん埋もれていることも分かってきた。これを全国に売ろう。知

恵の集約は、インターネットのメールリンクである。北海道から沖縄までの商店

街が、インターネットで毎日話し合うようになってきた。新しい物流の商店街ネ

ットワークである。 

 

全国商店街エコステーションのＨＰ            http://www.ecostation.jp 
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商店街ネットワークの楽しく儲かる震災対策 

 

             早稲田商店会エコステーション事業部長 藤村望洋 

 

 

 早稲田商店会では、空き缶やペットボトルのゲーム付き回収機で商店街活性化

とまちづくりを行っています。これが話題となり北海道から沖縄まで全国６０の

商店街が同様のリサイクルをするようになり、空き店舗などを使ってエコステー

ションを作り、ネットワークを組むようになりました。 

 

 このネットワークで、商店街と地域の震災対策が始まりました。近々東海地震、

中南海地震、小田原地震が来ると言われております。山形や熊本も危ないらしい。 

しかし、われわれは商店街ですから、行政のような啓蒙啓発には興味がありませ

ん。なんと「震災対策」が「商品」になっています。ドンと来たら、「疎開」が

できる保険（のようなもの）を商品化しました。 

全国の仲良くなった商店街には、「東京に地震が来たら、早稲田を助けてネ。

早稲田だけ助けてね」とお願いしております（！？）。（だって、おたくが、東京

中を助けるというのは無理でしょうから、練馬や世田谷のことは忘れて、新宿区

全体のことも考えなくていいから、早稲田だけ助けてねとお願いしております。） 

具体的には、救援物資は早稲田宛に送ってね。ドンと来たら、早稲田の町の老人

や子供たちを疎開させたて、ということです。「仕方ねえなあ・・」と言いなが

ら、「わかった！」ということになり、宮城県の気仙沼は、ドンと来たら、３０

０トンのマグロ漁船に救援物資を満載して東京湾に来てくれる。帰りには老人や

子供たちを乗せて疎開させてくれるということです。長野県の飯山市では、スキ

ー場と温泉地ですから、イザその時は、各ホテルや旅館のバスを連ねて、早稲田

に迎えに来てくれるというお話です。 

ところが、ところが、早稲田の老人たちは「疎開」には行きたくない！なんと

彼らは戦争中の疎開体験者で、「腹が減って、イジメられて」二度と「疎開」は

したくないとのことです。いやあ、今度は、美味しいらしいよ。上げ膳据え膳で

２～３ヶ月温泉に浸かっておいでよ。ほんとか？じゃ一回現地を見るか？という
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ことで、「震災対策疎開プロジェクト現地見学ツアー」が実施されました。 

気仙沼では、トロより旨い戻りカツオ、さんまの刺身、種が違う牡蛎、などな

ど食べきれない美味しさがいっぱいでした。ここなら疎開してもいいなあ。ちょ

っと待て。ウチの町にこんな美味しい魚が売られているか？じゃ仕入れして売ろ

う！！ 

ドンと来るまでは、旅行あり、仕入れ販売ありの地域間交流です。 

イザという時は、ツアーや商品販売で仲良くなった地域へ疎開です。 

ボランティで受け入れてくださるとのことですが、それでは肩身が狭いので、

お金もお支払いすることにしました。それが保険のような「疎開パッケージ」で

す。年５，０００円支払うと、ドンと来たとき、２～３ヶ月疎開に行くことがで

きます。老人や子供は２～３ヶ月。働き手は、その間に３、４日、または１週間、

骨休めに行きます。交通費も出ます。そして、もし、この１年間で地震がなかっ

たら、参加商店街おすすめの３，０００円の商品パックがもらえるという仕組み

です。非常に不謹慎かもしれませんが、「楽しくて儲かる震災対策、商店街版」

です。 商店街では、５月１９日、商店街と受け入れ地域の首長が早稲田に集ま

り、シンポジウムと調印式を行い、全国商店街震災対策連絡協議会が結成されま

した。 

まだ参加されたいない商店街と地元の方々は、残念ながら、ドンと来たとき、

早稲田の老人が温泉に浸かって、野沢菜で一杯やっているとき、疎開にご一緒す

ることはできません。この話を聞いた人が、早稲田へ引っ越そうかなあとツブヤ

キました。  

みなさんも、地元の商店街をたきつけて、リサイクルをはじめて、このネット

ワークに参加されませんか？この他に、イザというときの安否確認だとか、どこ

へ疎開に行くかというマッチングシステムとか、ボランティアシステムなどなど

インターネットを使ったシステム構築などもあります。 

 

 

-4-



ラッキーチケット
回収機
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全国エコステーションのホームページ
http://www.ecostation.jp ラッキーチケット回収機のホームページ

http://www.ecostation.jp
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リサイクルから始まり、商店街による「まちづくり」、ＩＴ活用の商店街
ネットワークまで。今、全国で話題の早稲田商店会と全国エコステーショ

ン・ネットワークの最新情報が満載！！

苦しくて、赤字のリサイクルが、
なぜ「楽しくて、儲かる」のか？

商店街は、アーケードやカラー舗装や
ポイントカードで、なぜ活性化しないのか？
キライなインターネットが、

なぜ面白くなるのか？

抱腹絶倒、目からウロコの
解決アイデアここにあり。

「商売は楽しくやるもの」と気付かせる１冊。

「早稲田発 ゴミが商店街を元気にした！」まち

藤村望洋（早稲田商店会エコステーション事業部長）著

価格：１６８０円（消費税込み）（商業界 最新刊）

送料：１冊３１０円（１０冊以上お申込みの場合はご相談させてください。）
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１人年間５,０００円で、震災時遠方避難を可能にしま
す！

全国商店街震災対策連絡協議会では、お一人様年間5,000円で震災疎開パッケージ
を商品化しました。

被災時には、受け入れ先として名乗りをあげた全国各地が一定期間「お客様」として
あなたをお迎えいたします。

もし、震災の被害がなかったら、１年に１度、安全・安心な全国の名産品の中からご希
望のものをプレゼントいたします。

制度内容

運営主体：全国商店街震災対策連絡協議会

募集対象：各参加商店街会員および周辺地域居住者

販売開始：平成１４年９月より随時

疎開対象期間：平成１５年１月１日から１年間

疎開開始条件：地震、噴火、津波を原因とする災害救助法が発令された地域の加入者

疎開費用給付：１人につき３０万円（宿泊費＋指定方法で移動した交通費）を上限

会費：年間で１人５,０００円

全国商店街震災対策連絡協議会事務局

〒169－0051 東京都新宿区西早稲田１丁目９番２１号

℡03-5287-5525  Fax03-3203-2908

URL:http://www.eco-station.gr.jp/bousai/

もし、震災が起きたら…

提携地域に安心して疎開！

１年間震災が起きなかったら…

名産品（3,000円相当）をプレゼン
ト！
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震災疎開パッケージの特徴：

平素から

・地元の商店街と日ごろのコミュニケーションをとることによって、震災時に助け合える基盤を作ります。

・疎開先下見ツアー等から、疎開希望地域にどんな人たちが暮らし、どんな風景、どんな美味しいものがあるの
かを知り、地域への親しみを持つきっかけを作ります。

震災が起きてしまったら

・避難所での生活から、数日の間でも、心と体の休息のために疎開の場所を確保します。

・復興までの混乱期間中、お子さまやお年よりを一定期間安全な場所へ避難できます。

・避難所にいて、風邪をうつされてしまったり、持病の悪化の心配があるときに、安全な場所で静養できます。

・疎開地域の人たちは下見ツアーや普段のコミュニケーションなどで顔見知りの人たちなので、安心して疎開で
きます。

１．疎開パッケージ開始内容

例：関東地方に大地震があり、東京２３区に災害救助法発令

早稲田商店会加入者

Ａさん 新宿区在住 →疎開対象者 震災後指定避難所へ避難 →心と体の休養のため２～３日疎開

Ｂさん 杉並区在住 →疎開対象者 自宅一部損壊だが自宅に居住 →余震があるので子どもを安全な

ところに２週間避難。疎開先下見ツアーで知り合ったＸさんペンションだから安心。

Ｃさん 八王子市在住 →疎開対象外

２．疎開実施期間

震災発生の時点から７２時間後～７日間の間に疎開を開始します。疎開終了は発生から６ヶ月の間とします。

３．運営費用の内容

全国商店街震災対策連絡協議会基金をもとに運営します。一定額を超過する支払が発生した場合は、超過
額を共済等運営費用保険で補填します。大規模災害が発生し、疎開費用が基金を超過した場合は、１人３０
万円以下となる可能性もあります。

４．特産品プレゼント

特産品は次年度更新手続きの際に、注文を受けつけます。震災が発生した年度には、疎開費用をまかなうた
め、特産品の受発注はなくなります。

疎開パッケージ募集・開始のスケジュール

第１次募集期間
10月31日締切

９月～１０月 １１月

第１次事務手続
き11月10日締切

１２月 翌年１月

疎開パッケー
ジ対象期間

１月１日より

疎開地域へ連
絡・調整
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パソコン

テレビ

携帯電話

地域商店街
都庁

区役所

ＮＰＯ・各種団体

テレビ接続用ＳＴＢ

＊リモコンによる簡単操作

（
変
身
）

会
話
の
行
き
交
う

ふ
れ
あ
い
商
店
街
サ
イ
ト

平常時災害時

東
京
い
の
ち
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

安
否
や
被
害
の
確
認

生
活
助
け
合
い
サ
イ
ト

ⅠⅠ 日常的に使う商店街の安否確認システム日常的に使う商店街の安否確認システム
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ⅡⅡ 平常時の使用（合言葉ショッピング）

平常時は地域商店街の活性化システムとして活用
・店名を押すと合言葉が表示される
・買い物の時にレジで合言葉を言うと特典がつく
・合言葉を書いたメモを渡すことで他客との差別化がはかれる
・予め決めた日数、利用がないと連絡先にその旨連絡がいく

稲毛屋さんの合言葉は

都電

です。

会話の飛び交う
ふれあい商店街

合言葉のいらない日、
買物に行かない日に押す

予め決めた連絡先に、
電話が欲しいことを
知らせるメールを送信

町内の情報がわかる

家を何日か留守に
する場合、連絡
システムを休止する

合言葉は定期的に入れ替える。子供の育成、防災標語なども入れる
例： 「心の東京７つのルール」「グラっときたら火の始末」
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災害時はボタンを押して無事を通知
サーバ側で無事リストを作成し、
ホームページにアップ

災害時、まず自分が無事であることを通知

１ 山田太郎

２ 鈴木一郎

３ 佐々木健

４ 林 次郎

早稲田病院収容者リスト

１ 大川橋蔵

２ 山田五郎

３ 林 一郎

４ 山田花子

戸山公園収容者リスト

安否情報通知

安否確認情報

災害時は生存者リストや、収容先病院別、
避難先施設別に収容者リストを掲載

予め決めた連絡先に、
電話連絡がほしいことを
知らせるメールを送信

電話連絡要求

ⅢⅢ 災害時の使用（合言葉ショッピング）

早稲田商店会
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